
2015年5月24日（日） 13:30～16:45 
会場：京都大学時計台記念館 国際交流ホール I  
参加無料，先着100名まで（残席がある場合は，当日参加受付可能） 

＜京都大学地球環境フォーラム事務局：地球環境学堂＞ 
Web申し込みURL：https://www2.ges.kyoto-u.ac.jp/form/geforum22/  
Tel： 075-753-5630 Fax： 075-753-9187  

プログラム         

13:00 受付開始 
開会の挨拶 
◆ 13:30～13:40 
講演  

◆ 13:40～14:20 「砂漠化対処への地球環境学の挑戦」 
 真常仁志（地球環境学堂 准教授） 

◆ 14:20～15:00 
 

「破滅の化身『バッタ』との闘い －サハラの静寂を守るため」 
 前野ウルド浩太郎（京都大学白眉センター 助教） 

◆ 15:00～15:10 休憩 
◆ 15:10～15:50 
 
総合討論 

「アフリカ水田農法とアジア・アフリカ連携」 
  若月利之（島根大学 名誉教授） 
 

◆ 15:50～16:40 
閉会の挨拶 
◆ 16:40～16:45 

（注）講演者、講演内容などは事前の予告なく変更することがございます。 

参加希望者は、事前にWeb（右上にQRコードあり）から申し込み頂くか、ファックス
（件名「第22回環境フォーラム」、氏名、所属（差し支えなければ））でお送り下さい。 

京都大学時計台 
国際交流ホールⅠ 

吉田キャンパス 

西アフリカ・サハラ砂漠以南には半乾燥地であるスーダンサバン
ナからやや湿潤なギニアサバンナと呼ばれる地域がひろがる。
このサバンナ帯は、砂漠化の進行、旱魃や害虫の大量発生によ
る飢饉の発生など、人間が生きていくうえでは過酷な自然環境
である。この地域で活動をしてきた3人の研究者から、現地の自
然とそこでの暮らしについての報告を聞く。 

主催： 京都大学大学院地球環境学堂 
協賛： 京都大学教育研究振興財団 

         「第22回 京都大学地球環境フォーラム」  

今出川通 至 出町柳 

東大路通 

東一条通 

N 

西アフリカ・サバンナ帯の人と自然 

申込フォームQRコード 
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